
ビューティケア製品を光らせる 

高分子素材 

両性ポリマー 

水系ネイル 

鼻パック 

サラサラパウダー 

シリコーンワックス 

シリコーンエラストマー 

自着ポリエーテルカーボネート 

https://www.kao.co.jp/bioresarasara/#lineup03


ビューティケア製品を光らせる 

高分子素材の開発 

1985年高分子工学科（修士） 

和歌山支部 

中村元一 

家庭品向け企業において高分子素材開発に勤しんできだ。高
分子科学の技術を得意の界面系に持ち込み活路を見出してい
る。例えば、塩溶性両性ポリマーによるスタイリングリンスは男
性向けブランド立ち上げに一役買った。水溶性接着性ポリマー
による毛穴すっきりパックは世界中で大ヒットした。表面にシリコ
ーンを纏ったポリマー微粒子によって猛暑に欠かせないさらさ
らパウダーシートができる。演者の経験を中心に開発例を述べ
る。  

 



花王株式会社 概要 
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花王の概要 

2017年12月31日現在 
商号 花王株式会社（Kao Corporation） 

本店所在地 東京都中央区日本橋茅場町 

 一丁目14番10号 

創業 1887年6月（明治20年） 

設立 1940年5月（昭和15年）  

売上高 1兆4,894億円（連結） 

営業利益 2,048億円（連結） 

資本金 854億円 

従業員数 7,332名（連結対象会社合計 33,560名） 
本社 
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セグメント別の連結売上高 

5,335億円 

45.0％ 
2,790億円 

23.5％ 

3,103億円 

18.4％ 

5,860億円 

39.3％ 

2,943億円 

19.8％ 

3,357億円 

22.5％ 

（連結営業利益 2,048億円） 

2017年12月期 

1兆4,894億円 

連結売上高 

ヒューマンヘルスケア事業 ファブリック＆ホームケア事業 

ケミカル事業 ビューティケア事業 

ケミカル事業 
3,103億円 18.4％ 

コンシューマープロダクツ事業    
12,160億円 81.6％ 

2016年12月期より、国際会計基準（IFRS）を適用しています。
グラフの売上高構成比は、外部顧客に対する売上高で算出し
ています。ケミカル事業の売上高には、セグメント間の内部売
上を含みます。 
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コンシューマープロダクツ事業 

Copyright © 2018 Kao Corporation. All rights reserved. 

ヒューマン 
ヘルスケア事業 

ファブリック＆ 
ホームケア事業 

化粧品事業 

スキンケア・ 
ヘアケア事業 

化粧品 フード＆ビバレッジ製
品 
サニタリー製品 
パーソナルヘルス製品 

ファブリックケア製品 
ホームケア製品 

スキンケア製品 
ヘアケア製品 
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ケミカル事業 

高品質で、環境負荷も低減する 

水性インクジェット用 

顔料インク 

高強度・高耐久コンクリートを実現する 

高性能減水剤 
低燃費タイヤに不可欠な 

新シリカ 
分散性向上剤 

BRIDGESTONE 
REGNO GR-

Leggera 

Copyright © 2018 Kao Corporation. All rights reserved. 

産業界の発展に貢献する、革新の技術。 



電柱、壁、石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 
（コンクリート用混和剤 
  石膏ボード用混和剤） 

          パソコン 
（HD研磨剤／洗浄剤、 
  IC用薬剤、液晶用薬剤） 

新聞、雑誌 
（脱墨剤、嵩高剤） 

     タバコ 
（湿潤剤、ワキ芽防止剤） 

芳香剤、トイレットペーパー 
（合成香料、調合香料） 

家具、フロア 

（木材防腐剤） 

メガネ 
（ﾓｰﾙﾄﾞ洗浄剤） 

エアコン 
   冷凍機油 
   断熱ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 
   消臭ﾌｨﾙﾀｰ 

パン、お菓子、ｱｲｽｸﾘｰﾑ 
（食品乳化剤、食品添加物） 

豆腐 （凝固剤） 

         野菜 
 （農薬用展着剤 
  肥料固結防止剤） 

水道 （水栓バルブ） 

自動車 
  低燃費タイヤ用薬剤 
  低イオウ軽油 
  車用鋼板洗浄剤 
  排ガス用フィルター 
  樹脂用薬剤 

プラスチックス 
  可塑剤 
  帯電防止剤 
  重合用乳化剤 

  液晶ＴＶ、ビデオ 
（HD研磨剤／洗浄剤、 
  IC用薬剤、液晶用薬剤） 

       プリンター 
（ﾄﾅｰ／ﾄﾅｰﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ、 
    IJ用色材） 

  医薬品 
  乳化剤 
  可溶化剤 
  軟膏基剤 
  坐薬基剤 

         道路 
（アスファルト用乳化剤、 
        剥離防止剤） 

ﾎﾟｰﾙ ９割 ２丁に１丁 

２枚に１枚 

エコタイヤ 
２本に１本 

シャンプー 
３本に１本 

国内 カラー ２枚に１枚 

ＨＤ ３枚に１枚 

消費者（人）を理解し、顧客に定量的に貢献するケミカル事業 



花王の研究開発 
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研究所： 国内 4事業場 

 海外   14事業場 
 

研究員：  連結  2,800人※

 

          総従業員  33,026人※ 

        ※ 2014年12月31日現在 

 

研究費：  連結  520億円 （対売上高比率 3.5％） 

2014年12月31日現在 

研究開発部門概要 
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東京 商品開発研究所 

 ｽｷﾝｹｱ研究所   ヘアケア研究所    ﾍﾙｽｹｱ食品研究所 
 ﾒｲｸｱｯﾌﾟ研究所  ﾊﾟｰｿﾅﾙﾍﾙｽｹｱ研究所 
 
基盤技術研究所 

 包装容器開発研究所 
 香料開発研究所 
  

栃木 和歌山 小田原 

商品開発研究所 

 サニタリー研究所 
 
基盤技術研究所 

 生物科学研究所 
 解析科学研究所 
 安全性評価研究所 
   感性科学研究所 

商品開発研究所 

 ハウスホールド研究所 
 テクノケミカル研究所 
 
基盤技術研究所 

 マテリアルサイエンス研究所 
 加工・プロセス開発研究所 

商品開発研究所 

スキンケア研究所 
メイクアップ研究所 
 
基盤技術研究所 

生物科学研究所 包装容器開発研究所 
解析科学研究所  香料開発研究所 
安全性科学研究所 
感性科学研究所 

国内の研究拠点 
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インドネシア花王化学研究
所 

花王台湾研究所 

花王コンシューマープロダクツ（東南アジ
ア） 
プロダクトアプリケーションセンター 
花王タイ研究所 

欧州花王化学研究所（スペイ
ン） 

花王米州研究所 

花王スペシャリティー
ズ 
アメリカズ研究所 

欧州花王化学研究所（メキシコ） 

花王欧州研究
所 

● 欧
州 

●アジア 

●北米 

欧州花王化学 
研究所（ドイ
ツ） 

花王（中国）研究開発中

心 

 上海花王化学研究室 

コンシューマー  6拠点 
ケミカル     8拠点 

モルトンブラウン 
研究所（イギリス） 

花王オレオケミカル 
(マレーシア)研究所 

海外の研究拠点 



研究開発の基本 
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マトリックス運営 
本質研究 



Copyright © 2017 Kao Corporation. All rights reserved. 
⇒ 部門の壁を越えたコラボレーションにより技術の連鎖が促進 

マトリックス運営 
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物質科学分野

生命科学分野

生産技術分野

人間科学分野

環境分野

★

機
能
提
供

★

★

★

★

代表例：アタック基盤技術開発研究所の
要素技術を集中投入し
イノベーティブな商品を開発

ハウスホールド
研究所

繊維に作用する酵素

洗剤生地の濃縮化

商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マトリックス運営を活かした商品開発① 

★ 
低環境負荷の詰め替え容器 



Copyright © 2017 Kao Corporation. All rights reserved. 

マトリックス運営を活かした商品開発① 

生産技術分野 

機
能

提
供

 

★ ★ 

基盤技術開発研究所の 

要素技術を集中投入し 

イノベーティブな商品を開発 

ハウス 
ホールド 

商
品

 開
発

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

★ 

サニタリー 

メリーズ 

表面材 毛穴パック 

パーソナル 
ケア 

★ 
不織布技術 

スキンケア 

拭くだけ 

コットン 

クイックル 

ワイパー 



マトリックス運営 

Copyright © 2016  Kao Corporation. All rights reserved. 
17 

●大部屋実験室 

会議 頻度 参加者 

担当者会議 １回／月・テーマ 担当者、上長、部外者 ３研究所回り持ち 

研究発表会 １回／年・研究所 全研究員、生産、事業部 全研究所 

Ｒ会議／Ｄ会議 １回／年 室長、所長、事業部、トップ 

Ｒ＆Ｄ戦略会議 １回／年 室長、所長、事業部、トップ 

素材開発/生産技術 
高分子素材/Ｂ２Ｂ樹脂添加剤 
など 

●会議体 



成果例 
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バブ→育毛トニック （ＣＯ２の血行促進効果） 
  部外者が会議に参加 

鼻パック→シート状製剤 （新規ポリマー、オムツ/シート製品の知見） 
  みんなが主体者：誰かが頑張っているうちはやめられない    

映画ハートオブウーマン(2000）にも登場 



ネイルエナメルからインクジェットへ 

Copyright © 2016  Kao Corporation. All rights reserved. 
19 

世界初水系ネイルエナメル（B2C）⇒インクジェット（B2B) 
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より実態に近いイメージ 
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研究開発の基本 
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マトリックス運営 
本質研究 



本質解析（ナノダイナミクス） 高速 
ナノ 

毛髪表面への 
剤の吸着 

皮脂の 
洗浄過程 

現象の起こるその場面を「ナノスケールの映像」でとらえる 

新たなイメージ、切り口，発想→研究開発を加速 

界面活性剤の 
動的な吸着構造変化 

界面改質（剤の吸着・脱着）による性能発現の本質理解 

毛髪 皮膚・繊維 洗浄剤 

鉄鋼リンス剤の 
表面被覆過程 

200 nm 

柔軟剤ベシクルの 
吸着過程 

200 nm 

柔軟剤 

ベシクル 

100 nm 

球状 紐状 

界面活性剤 

ミセル 



ナノ界面制御技術 超精密 

※コンクリート充填材料：ビスコトップ 

水や土に拡散しないコンクリート 

分散制御 

ひも状ミセルの形成 

セメント粒子 

ひも状ミセル群 

流動する濃縮セメント 

水が奪われ空隙ができる 

（一般セメント充填剤） 

水が奪われずしっかり充填 

（花王技術充填剤） 



2
4
 

コンクリート流動性制御剤 
（水中で拡散しないコンクリート 
 東電福島第一トレンチ止水にも採用） 



高分子素材開発の特徴 

〇油脂化学・界面科学研究の一部から派生 

 

〇高吸水性ポリマー（SAP)から室として独立 

 

〇界面科学（乳化、分散、微粒子、膜） 

   相互作用（イオン、水素結合、疎水性）を 

   駆使して分子を操る 

 

〇剤そのものではなく、最終製品の機能・価値を設計 

   素材単体コスト度外視 

   真のニーズにアクセス 

 

〇とことん精製技術 

 

×バーティカルインテグレーション（業界から嫌われる） 

  ⇒オープンイノベーションへ 



両性ポリマー 



サクセス スタイリングリンス 
両性ポリマーの塩溶（塩入）現象：5%NaCLaq.に溶解し、希釈すると析出 

（1987年 アタックの大ヒットの陰で、悲願の男性用ブランド誕生） 

概略処方 
  ポリマー         １％ 
  カチオン界面活性剤 １％ 
  塩            ５％ 
  その他         適量  

用法 
  洗髪後の毛髪に塗布後すすぎ⇒ポリマー析出⇒スタイリング性発現！ 

（残念ながら今は 
使われていない） 



塩溶のメカニズム 

ベタインは？ 
ポリアニオンとポリカチオンのコンプレックスは？ 

対イオン交換 

F = 
4πε 

1 
r2 

Q1・Q2 

NaCl 

静電遮蔽 



類似系：ポリマー／界面活性剤コンプレックス膜 

PNaSS水溶液 DODMAC水溶液 

ろ過 

沈殿 

乾燥 

ポリマー/界面活性剤コンプレックス 

クロロホルム等に可溶。 
キャストすると強靭な膜生成 

考慮すべき因子 
 ・チャージの化学量論 
 ・その他の共存物（イオン、油） 
 ・コンプレックス後の親疎水バランス 
 



その他類似系 

シャンプーのコアセルベーション：カチオンポリマーとアニオン界面活性剤 

希釈されてもアニオンとカチオンの量論は変わらない。
なぜ析出する？ 

水 

カチポリ 

アニオン 
界面活性剤 

10 

10 

100 

コロイド滴定：構造未知のポリカチオン水溶液に構造の知れたポリアニオンを滴下 
         当量点で白濁し、指示薬が発色する。 

ポリマーA ポリマーB 

共通溶媒 

普通の非相溶 
ポリマー系の相図 

コアセルベート 



スピノーダル分解 

扇澤敏明、色材協会誌、80(8),343-351(2007) 



スピノーダル分解 
初期過程では相互連続相を取る 
特徴的な距離を持ちながら徐々に粗大化 
⇒過冷却の深さ、構造確定（架橋・ガラス化）によって、 
  緻密な制御が可能 



ポリマーA ポリマーB 

共通溶媒 

スピノーダル型 

ポリマーA ポリマーB 

共通溶媒 

核生成／成長型 

成分間の親和性で構造が大きく異なる 

混合溶液（共通溶媒）から乾燥していくプロセス。 



ポリマーA 貧溶媒 

共通溶媒 

スピノーダル型 

ポリマーA 貧溶媒 

共通溶媒 

核生成／成長型 

ポリマー溶液と貧溶媒を接触させる場合 



反応誘発相分解 

温度ジャンプ、溶媒の蒸発、貧溶媒の添加等でもできる 
（限外ろ過膜では大規模工業化、マイクロカプセルでも） 

Confidential 



ポリマーA ポリマーB 

共通溶媒＝モノマーA 

スピノーダル型 

反応誘発相分解の三角相図 



サラサラパウダー 



疎水性ポリマー微粒子の開発 
 

～分散重合による架橋系単分散微粒子の製造～ 
 

辻   誠 
平松 忍 
佐々木 靖 

花王（株） 

2004年近化技術賞 



１．開発した微粒子の特長 

良好な感触（さらさら感／すべり性） 

シャープな粒度分布 

耐溶解性(溶剤・油剤に溶解しない性能) 

Crosslinked Super Hydrophobic Polymer Beads（CSH） 

3μm 

疎水性球状粒子 



３．分子設計 

感触向上剤への要求 
感触が良好 

汗で脱落せず、さらさら感が持続 

安 価 

溶剤/油剤に不溶 

分子設計 

2～3μｍ 

粒径数μｍの単分散粒子 

疎水性 

汎用ﾓﾉﾏｰ：ｽﾁﾚﾝ，ﾒﾀｸﾘﾙ酸ﾒﾁﾙ 

架橋構造 

C=O 

O 

CH2-C 

CH3 

b 

CH2-CH 
c 

CH3 

ﾒﾀｸﾘﾙ酸ﾒﾁﾙ 

（MMA） 

ｽﾁﾚﾝ 

（St） 

d 

CH2-CH 

CH-CH2 
d 

ｼﾞﾋﾞﾆﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

（DVB） 

a 
C=O 

O 

CH2-C 

CH3 

CH3 

CH3 

CH3 

CH3 

(CH2)3-(SiO)e-Si-C4H9 
 

疎水性ﾕﾆｯﾄ 

『芯は安価な汎用樹脂、表層はｼﾘｺｰﾝから成る粒子を一段階で得
る』 

ｺﾝｾﾌﾟﾄ 



４．合成法 ～非水系分散重合～ 

粒径制御が容易  

(ﾓﾉﾏｰ組成/量，分散剤量変更) 

シャープな粒度分布 

粒子表面を疎水化  

（疎水性分散剤使用） 

架橋が困難 ⇒ 極性油剤に溶解 

非水系分散重合の特長 

核生成 

粒子生長 

ﾓﾉﾏｰ溶液 
M 

M 

M 

M 

* 

M M 

M 

M 

* 

* 

ﾎﾟﾘﾏｰ 

* * 
* 

M 

M 

ﾒｶﾆｽﾞﾑ 

分散剤 
粒 径 ［μm］ 

頻 
 

度 

0.1 1 10 100 

-溶媒選択条件- 
分散剤 ：溶解 
ﾓﾉﾏｰ  ：溶解 
ﾎﾟﾘﾏｰ ：不溶 

重合   進行 
分散剤 



５．合成法 ～製造フロー～ 
・ヘキサン 

・St/MMA 

・分散剤   

・重合開始剤  

窒素置換/昇温 

疎水性粒子 
CSH 

C=O 

CH2=C 

CH3 

CH3 

CH3 

CH3 

CH3 

O(CH2)3-(SiO)e-Si-C4H9 
 

ｼﾘｺｰﾝ 

ﾏｸﾛﾓﾉﾏｰ 

重  合 

架橋剤 

ｼﾞﾋﾞﾆﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ（DVB） 

Mw:10000 

○ ○ × 感 触 

形 状 

１％ ３％ ５％ ＤＶＢ量 

耐溶解性*) ○ ○ × 
回収 
ﾍｷｻﾝ 

回収率：96%以上 

ｻｲｸﾘﾀｲﾑ：40h/Bat 
収率：95%以上 

技術ﾎﾟｲﾝﾄ① 
分散剤の選定 

技術ﾎﾟｲﾝﾄ② 
架橋剤の添加法 

*)極性油剤に対して 

ﾍｷｻﾝ留去 

省略 



６．技術① ～分散剤の選定～ 

ｱﾐﾉ変性ｼﾘｺｰﾝ 

ﾎﾟﾘｴｰﾃﾙ変性ｼﾘｺｰﾝ 

ﾒﾙｶﾌﾟﾄ変性ｼﾘｺｰﾝ 

ｼﾘｺｰﾝｸﾞﾗﾌﾄﾎﾟﾘﾏｰ 

ｼﾘｺｰﾝﾏｸﾛﾓﾉﾏｰ 

C- 

CH2=C 

CH3 

CH3 

CH3 

CH3 

CH3 

O(CH2)3-(SiO)e-Si-C4H9 
 

O 

共有結合基 

非水系分散重合の分散剤 

従
来
技
術 

反応 
 段階 

1Step 

1Step 

1Step 

1Step 

2Step 

分散剤 
の結合 

粒子に 

結 合 

結 合 

非結合 

非結合 

非結合 

におい 

無臭 

刺激臭 

無臭 

無臭 

無臭 

（Mw：10000） 

表面 
疎水化 

可能 

可能 

可能 

可能 

可能 



７．技術① ～ｼﾘｺｰﾝによる被覆～ 

粒子の推定構造（AFM解析より） 

柔らかい部分 
（こげ茶色） 

硬い部分 
（黄色） 

AFM像 
（原子間力顕微鏡） 

SEM像 
（走査型電子顕微
鏡） 

内部：St/MMAｸﾛｽﾎﾟﾘﾏｰ 

表層：ｼﾘｺｰﾝ鎖 

O 
Si 

CH３ CH３ 

O 
Si 

CH３ CH３ 

O 

１μｍ 

ｲﾒｰｼﾞ図 

ｼﾘｺｰﾝﾏｸﾛﾓﾉﾏｰにより 

効果的に粒子表面を疎水化 



 技 術 ～粒径制御～  

3μm 

［μm］ 

単分散性良好 

SEM写真 粒径制御 

0 20 40 

ﾓﾉﾏｰ中のｽﾁﾚﾝ量 ［wt%］ 

60 

粒 
 

径 

0 

1 

2 

3 

4 

St/MMA比で粒径制御 



モノマー濃度 ↑ 

開始剤濃度  ↑ 

ポリマー溶解性 ↑ 

分散剤濃度  ↑ 

↑ 

↑ 

↑ 

↓ 

操作因子 粒 径 

 技 術 ～粒径制御～  

核の数同じなら粒子肥大化 

分子量低い⇒多くのﾎﾟﾘﾏｰが集まって核析出（核の数減少） 

析出する核の数が少ない 

核は凝集せず安定（核の数減少せず） 

現  象 

Solvent 

Monomer 
MMA St 

6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 

Solubility Parameter  δ［cal/cm3］1/2 

Hexane 

Polymer 

PMMA 
PSt 



分散剤の影響 ～ｱﾐﾉ変性ｼﾘｺｰﾝ～ 

Effect of Amine content and Viscosity of Amine-modified polydimethylsiloxane 

Condition；Polymerization Temp.:70℃、[Monomer]=10%､[Initiator]=2%､ 
                   [Dispersant]=2%(Amine-modified polydimethylsiloxane)､ 

        Solv.:n-Hexane/Toluene(70/30wt.),Initiator:LPO 

      Monomer：MMA 

Viscosity of Amine-modified polydimethylsiloxane［mPa.s］ 

P
a
rt

ic
le

 d
ia

m
et

er
 ［
μ
m

］
 

10 1 10 4 10 5 10 3 
0 

10 2 

2 

4 

6 

1.5 

2.8 

0.5 

： aggregation 

Amine content ： 0.05  （ mmol /g ） 

1.5 

2.8 

0.5 

： aggregation 

Amine content ： 0.05  

1.5 

2.8 

0.5 

： aggregation 

ｱﾐﾉ基量：0.05mmol/g 



溶媒、モノマー組成の影響 
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Fig. Effect of Toluene content 

＜Condition＞ 

Polymerization Temp.:70℃、[Monomer]=10%､[Initiator]=2%､ 
[Dispersant]=2%(Amine content:0.05mmol/g,7×104mPa･s) 

Solv.:n-Hexane/Toluene,Initiator:LPO,Monomer：MMA 
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6 0 

Fig. Effect of Styrene content 

＜Condition＞ 

Polymerization Temp.:70℃、[Monomer]=10%､[Initiator]=2%､ 
[Dispersant]=2%(Amine content:0.05mmol/g,7×104mPa･s) 

Solv.:n-Hexane,Initiator:LPO,Monomer：MMA,St 



１３．特 性 ～耐溶解性～  

CSH 

香料 
（ｼﾄﾗｽ，ﾐﾝﾄ，
ﾒﾝﾄｰﾙ） 

油 剤 

未架橋 
粒子 

疎水性油剤 

ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸 
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 

○ 

ｽｸｱﾗﾝ ｼﾘｺｰﾝ 
（6cs） 

親水性油剤 
非極性 極 性 

1,3-ﾌﾞﾀﾝ 
ｼﾞｵｰﾙ ｴﾀﾉｰﾙ 

○ × × 

○ ○ 

○ ○ ○ 

【条 件】50℃/1週間保存，粒子/各種油剤＝1/5wt比 

○：耐溶解性あり（不溶，膨潤）， ×：耐溶解性なし（溶解，融着） 

○ ○ ○ 



１６．応  用 
工業生産 生産量：約50ton/year コスト：市販品の1/3 

スプレー型デオドラント剤 シート型デオドラント剤 製品群 

売上：約25億円（2003年） 

分散重合 

架橋剤ﾊﾟﾜｰﾌｨｰﾄﾞ 
用途展開 

溶媒不溶→配合の自由度ｱｯﾌﾟ 

球状単分散粒子，分散剤被覆 

潤滑剤（ﾓﾉﾏｰ種，粒径，表面特性） 

表面処理剤（ﾓﾉﾏｰ種，粒径，表面特性） 

  ex)色艶，感触，摩擦力ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

緩衝剤，剥離剤（ﾓﾉﾏｰ種，表面特性） 

ｶﾌﾟｾﾙ化剤（ﾓﾉﾏｰ種，架橋度） 

  ex)顔料，香料を内包 

医薬用担体（ﾓﾉﾏｰ種，架橋度） 



 操作簡便 

単分散性維持 

初期仕込 混合/昇温 重合 熟成 乾燥 
  製品化 

(ﾄﾞﾗｲﾊﾟｳﾀﾞｰ） 

架橋剤 

① ② ③ 

①一括初期仕込法 

＜重合方法概略＞ 

②架橋剤滴下法 

③後架橋法 

架橋剤添加時期 DVB1%添加時の状態 メリット デメリット 

重合前 

重合初期～後期 

重合後期～終了 

操作簡便 

操作煩雑 

架橋効率低い 

不安定核生成 

多分散化、凝集 

単分散性維持 

    凝集 

（アセトン不溶） 

架橋粒子生成 

（アセトン不溶） 

  架橋せず 

（アセトン溶解） 

・架橋剤種  ・粒子形状  ・膨潤倍率  ・可溶分 

ＣＨ2 ＣＨ

ＣＨ3

Ｃ Ｏ

Ｏ

Ｃ2Ｈ4 ＣＨ2ＣＨ

ＣＨ3

ＣＯ

Ｏ

ｼﾞﾋﾞﾆﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

  （DVB） 

ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙｼﾞｸﾞﾘｼｼﾞﾙｴｰﾃﾙ 

      （EGDMA） 

・耐油性         ・性能評価      ・コスト 
ﾎﾟｲﾝﾄ 

 合成法 ～架橋剤添加時期～ 



 配合形態  

乳化系 
（ﾛｰｼｮﾝ，ｸﾘｰﾑ） 

ジェル 

スプレー 

W相 O相 

C-SH 

W 
O 

W相 

O相 



課題 

・環境問題 

  （循環型、海洋プラ） 

・動物実験禁止 



統合レポート2017 



バイオプラand/or生分解プラ私見 

○王道バイオポリマー：特徴あれば徐々に動く 
 ポリイソソルバイドカーボネート（三菱化学、帝人） 
 PHBH（カネカ）・・・海洋分解性に特徴 
 PBS 
 PLA 
○既存ポリマーのバイオソース化：当分行けないだろう 
 BIO-PE、BIO-PET、BIO-PEO、BIO-PAA・・・ 
○バイオマスの修飾：ニーズ指向で 
 セルロース（ナノファイバー、非晶化)、リグニン 

物性 分解性 コスト 

王道 △（帯に短し。。。） ○ × 

バイオソース化 ◎ × × 

バイオマス △（理想とのギャップあり） △ × 

CONFIDENTIAL 



王道バイオポリマー 
ポリイソソルバイドカーボネート（三菱化学） 

他のジオールと共重合して 
物性を調製しているらしい 

熱変形温度 

CONFIDENTIAL 



帝人も開発 
CONFIDENTIAL 



PHBH（カネカ）（1/3） 

水中分解性確認！！ 

CONFIDENTIAL 
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つめかえ商品への転換率 

転
換
率
（本
数
ベ
ー
ス
） 

（％
） 

シャンプー・リンス   全身洗浄料  住居用洗剤  

柔軟仕上げ剤   衣料用液体洗剤   台所用洗剤  

台所用洗剤    

‘９５  ’９６  ‘９７  ’９８  ‘９９  ’００  ‘０１  ’０２  ‘０３  ’０４  ‘０５  ’０６  ‘０７  

１００ 

８０ 

６０ 

４０ 

２０ 

０ 
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つめかえ・付けかえによるプラスチック削減効果 

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 

年度 

プ
ラ

使
用

量
（
千

ト
ン

）
 

33 34 
31 

28 
26 25 25 25 24 22 23 23 24 

7 10 
12 14 15 16 17 

18 
21 

23 
25 

5 
6 7 

8 9 9 10 
10 9 11 

11 

12 
12 

2 3 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

0 

コンパクト化による削減量 

詰替え・付替えによる削減量 

実使用量 

６割 

削減 



Recycreation 



スマートホルダー 



独立気室 



新包装容器宣言(2018.10.27.) 



















ご清聴ありがとうございます 


